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（
国
土
形
成
計
画
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
土
形
成
計
画
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
首
都
圏
の
項
中
「
川
崎
市
」
を
「
川
崎
市

相
模
原
市
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

原
口

一
博

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
二
百
五
十
二
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政

令

内
閣
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法

律
第
五
十
一
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
二

年
一
月
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

法
務
大
臣

千
葉

景
子

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
二
百
五
十
三
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法

律
第
五
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
二
十
六
項
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
五
条
の

二
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
の
三
第
二
項
、
第
十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
条
の
二
か
ら
第
二
十
条
の
六
ま

で
並
び
に
同
法
第
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七

条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
三
百
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
七
十
条
の
十
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
の
十
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を

第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
百
億
円
」
を
「
二
百
億
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
十
億
円
」
を
「
及
び
第
二
号
の
三
十
億
円
を
下
回
ら
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
三
十
億
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
一
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
十
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
売
上
額
の
算
定
の
方
法
）

第
二
十
二
条

法
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。

次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
法
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
売
上
額
の
算
定
の
方
法

は
、
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
事
業
者
が
当
該
行
為
を
し
た
日
か
ら
当
該
行
為
が
な
く

な
る
日
ま
で
の
期
間
（
当
該
期
間
が
三
年
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
行
為
が
な
く
な
る
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
つ
て
三

年
間
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
同
条
第
一
項
に
お
い
て
「
違
反
行
為
期
間
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
当
該
行
為

に
お
い
て
当
該
事
業
者
（
同
条
第
一
項
に
お
い
て
「
違
反
事
業
者
」
と
い
う
。）が
そ
の
供
給
を
拒
絶
し
、
又
は
そ

の
供
給
に
係
る
商
品
若
し
く
は
役
務
の
数
量
若
し
く
は
内
容
を
制
限
し
た
事
業
者
の
競
争
者
に
引
き
渡
し
た
法
第

二
条
第
九
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
商
品
と
同
一
の
商
品
又
は
提
供
し
た
同
号
イ
に
規
定
す
る
役
務
と
同
一
の
役

務
の
対
価
の
額
を
合
計
す
る
方
法
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一

違
反
行
為
期
間
に
お
い
て
商
品
の
量
目
不
足
、
品
質
不
良
又
は
破
損
、
役
務
の
不
足
又
は
不
良
そ
の
他
の
事

由
に
よ
り
対
価
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
控
除
し
た
場
合

控
除
し
た
額

二

違
反
行
為
期
間
に
お
い
て
商
品
が
返
品
さ
れ
た
場
合

返
品
さ
れ
た
商
品
の
対
価
の
額

三

商
品
の
引
渡
し
又
は
役
務
の
提
供
を
行
う
者
が
引
渡
し
又
は
提
供
の
実
績
に
応
じ
て
割
戻
金
の
支
払
を
行
う

べ
き
旨
が
書
面
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
契
約
（
一
定
の
期
間
内
の
実
績
が
一
定
の
額
又
は
数
量
に
達
し
な
い
場
合

に
割
戻
し
を
行
わ
な
い
旨
を
定
め
る
も
の
を
除
く
。）が
あ
つ
た
場
合

違
反
行
為
期
間
に
お
け
る
そ
の
実
績
に

つ
い
て
当
該
契
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
戻
金
の
額
（
一
定
の
期
間
内
の
実
績
に
応
じ
て
異
な

る
割
合
又
は
額
に
よ
つ
て
算
定
す
べ
き
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
最
も
低
い
割
合
又
は
額
に
よ
り
算

定
し
た
額
）

２

法
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
法
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
売
上
額
の
算
定
の
方
法
は
、
次
に
掲

げ
る
額
を
合
算
す
る
方
法
と
す
る
。

一

法
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
日
か
ら
当
該
行
為
が
な
く
な
る
日
ま
で
の
期
間
（
当
該
期
間

が
三
年
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
行
為
が
な
く
な
る
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
つ
て
三
年
間
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
及

び
次
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
「
違
反
行
為
期
間
」
と
い
う
。）に
お
い
て
法
第
二
条
第
九
項
第
一

号
ロ
に
規
定
す
る
他
の
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て「
拒
絶
事
業
者
」

と
い
う
。）に
引
き
渡
し
た
同
号
ロ
に
規
定
す
る
商
品
と
同
一
の
商
品
又
は
提
供
し
た
同
号
ロ
に
規
定
す
る
役
務

と
同
一
の
役
務
（
当
該
拒
絶
事
業
者
が
当
該
同
一
の
商
品
又
は
役
務
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
商
品
又
は
役

務
を
含
む
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
対
価
の
額
の
合
計
額
（
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
）

イ

違
反
行
為
期
間
に
お
い
て
商
品
の
量
目
不
足
、
品
質
不
良
又
は
破
損
、
役
務
の
不
足
又
は
不
良
そ
の
他
の

事
由
に
よ
り
対
価
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
控
除
し
た
場
合

控
除
し
た
額

ロ

違
反
行
為
期
間
に
お
い
て
商
品
が
返
品
さ
れ
た
場
合

返
品
さ
れ
た
商
品
の
対
価
の
額

ハ

商
品
の
引
渡
し
又
は
役
務
の
提
供
を
行
う
者
が
引
渡
し
又
は
提
供
の
実
績
に
応
じ
て
割
戻
金
の
支
払
を
行

う
べ
き
旨
が
書
面
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
契
約
（
一
定
の
期
間
内
の
実
績
が
一
定
の
額
又
は
数
量
に
達
し
な
い

場
合
に
割
戻
し
を
行
わ
な
い
旨
を
定
め
る
も
の
を
除
く
。）が
あ
つ
た
場
合

違
反
行
為
期
間
に
お
け
る
そ
の

実
績
に
つ
い
て
当
該
契
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
戻
金
の
額
（
一
定
の
期
間
内
の
実
績
に
応

じ
て
異
な
る
割
合
又
は
額
に
よ
つ
て
算
定
す
べ
き
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
最
も
低
い
割
合
又
は

額
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
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